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(54)【発明の名称】 超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波診断装置の被検者レポートにおいて、
被検者情報、計測結果、超音波画像等の表示内容、表示
位置、表示サイズ等の情報のうち個々の使用目的にあっ
た被検者レポートを作成する。
【解決手段】  被検体に超音波を送信し、該被検体から
の反射エコー信号を受信し、該受信信号を画像化処理に
より超音波画像を形成し、該超音波画像を用いて各種計
測処理し、被検者情報及び計測結果、超音波画像を被検
者レポートとして表示する超音波診断装置において、前
記被検者情報、計測結果、及び超音波画像の中から被検
者レポートに必要な情報及び／又は超音波画像を診療科
毎に選択する診断情報選択手段と、該診断情報選択手段
の出力を被検者レポートとして表示する被検者レポート
表示手段とを備えたものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に超音波を送信し、該被検体から
の反射エコー信号を受信し、該受信信号を画像化処理に
より超音波画像を形成し、該超音波画像を用いて各種計
測処理し、被検者情報、計測結果、及び超音波画像を被
検者レポートとして表示する超音波診断装置において、
前記被検者情報、計測結果、及び超音波画像の中から被
検者レポートに必要な情報及び／又は超音波画像を診療
科毎又は病名毎の個々の使用目的に応じて選択する診断
情報選択手段と、該診断情報選択手段の出力を被検者レ
ポートとして表示する被検者レポート表示手段とを備え
たことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、超音波診断装置に
関し、特に、診断結果が表示される被検者レポートに関
するものであり、例えば、診療科毎又は病名毎の個々の
使用目的に応じて必要な被検者情報及び超音波画像を任
意に選択し、また、その情報の表示位置を任意に設定
し、被検者レポートを作成する技術に適用して有効な技
術に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来の超音波診断装置は、被検体に超音
波を送信し、該被検体からの反射エコー信号を受信し、
その受信信号を画像化処理し、超音波画像を形成する装
置である。また、表示装置にその超音波画像を表示し、
その超音波画像上でさまざまな計測を行うことが可能で
ある。超音波画像と計測結果は、被検者情報と共に被検
者レポートとして表示され、診断に使用されている。こ
こで、被検者情報には、被検者名、年齢、性別、身長、
及び体重等が含まれ、別途入力される。被検者情報及び
計測結果は一時的に装置内部のメモリに蓄えられたり、
記憶装置に保存されたりする。また、超音波画像データ
は、読み取り可能な記憶媒体として保存することも可能
である。従来の被検者レポート（診断レポート）は、計
測結果が例えば計測分類別に表示される。例えば、図１
９に示すように、Ｂモード用被検者レポート１９０１、
Ｍモード用被検者レポート１９０２、及びドプラモード
用被検者レポート１９０３のように、計測分類別に表示
される。また、超音波画像も既定のフォーマットで既定
の表示位置に表示される。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来の
被検者レポートでは、以下の問題点があった。
１）従来の被検者レポートのフォーマットは、あらかじ
め用意されており、その変更はできない。そのため、複
数の診療科を有する病院等で共用して使う場合、診療科
によって必要なパラメータが異なっているが、同一のフ
ォーマットによる被検者レポートを利用しなければなら
ず、必要なパラメータを探す手間が生じていた。
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２）前記従来の被検者レポートのフォーマットでは、被
検者の病名が既知である場合、病名によって必要なパラ
メータが異なっているが、同一のフォーマットによる被
検者レポートを利用しなければならず、必要なパラメー
タを探す手間が生じていた。
３）前記従来の被検者レポートのフォーマットでは、必
要なパラメータが最初のページに表示されているとは限
らないため、被検者レポートの利用者は、診断の度に必
要なパラメータを探す手間が生じていた。また、パラメ
ータ名は類似しているため見間違いも生じやすかった。
４）前記従来の被検者レポートのフォーマットには、デ
ータ算出用の診断に直接必要のないデータまでが表示さ
れているため、パラメータの数が膨大となっており、そ
のため、被検者レポートの項数が多く保存が煩雑になっ
てしまう。
【０００４】本発明の目的は、超音波診断装置の被検者
レポートにおいて、被検者情報、計測結果、超音波画像
等の表示内容、表示位置、表示サイズ等の情報のうち個
々の使用目的にあった被検者レポートを作成することが
可能な技術を提供することにある。本発明の他の目的
は、被検者レポート（診断レポート）において、被検者
情報、計測結果、超音波画像等の表示内容、表示位置、
表示サイズ等の情報のうち必要な情報を診療科毎又は病
名毎の個々の使用目的に応じて選択して作成することが
可能な技術を提供することにある。本発明の前記並びに
その他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付
図面によって明らかにする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち代表的なものの概要を簡単に説明すれば下記
のとおりである。
（１）被検体に超音波を送信し、該被検体からの反射エ
コー信号を受信し、該受信信号を画像化処理により超音
波画像を形成し、該超音波画像を用いて各種計測処理
し、被検者情報、計測結果、及び超音波画像を被検者レ
ポートとして表示する超音波診断装置において、前記被
検者情報、計測結果、及び超音波画像の中から被検者レ
ポートに必要な情報及び／又は超音波画像を診療科毎又
は病名毎の個々の使用目的に応じて選択する診断情報選
択手段と、該診断情報選択手段の出力を被検者レポート
として表示する被検者レポート表示手段とを備えたもの
である。
【０００６】（２）被検体に超音波を送信し、該被検体
からの反射エコー信号を受信し、該受信信号を画像化処
理により超音波画像を形成し、該超音波画像を用いて各
種計測処理し、被検者情報、計測結果、及び超音波画像
とを被検者（診断）レポートとして表示する超音波診断
装置において、複数の超音波画像と、識別ＩＤにより割
り当てられた前記被検者情報及び前記計測結果とが、あ
らかじめ記憶されている記憶装置と、被検者情報、計測
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結果、及び超音波画像のそれぞれの識別ラベルの中から
被検者レポートに必要な情報を選択する情報種類選択手
段と、該選択された情報の表示位置、表示内容、表示サ
イズの中から必要な項目を指定する項目指定手段と、前
記情報種類選択手段及び前記項目指定手段に基づいて、
前記情報の種類、前記表示内容、前記表示位置を関連付
けて前記記憶装置に記憶する被検者レポート情報記憶手
段と、前記記憶装置に記憶されている前記複数の超音波
画像の中から、表示させる画像を選択する画像選択手段
と、前記記憶装置に記憶された被検者レポート情報と前
記画像選択手段で選択された超音波画像とを合成し、そ
れを被検者レポートとして表示する被検者レポート表示
手段とを備えたものである。
【０００７】（３）前記（２）の手段の超音波診断装置
において、前記被検者レポート画面設定時に、前記被検
者レポートの情報にさらにコメント欄情報を加えたもの
である。すなわち、前記被検者レポート画面設定時に、
前記コメント欄を設け、前記被検者レポート画面設定時
にはコメント入力ができるようにしたものである。
【０００８】（４）前記（３）の手段の超音波診断装置
において、前記被検者レポートの情報にさらに図挿入欄
情報を加えたものである。すなわち、前記被検者レポー
ト画面設定時に、図を用いた被検者レポート画面を任意
に作成することができるようにしたものである。
【０００９】（５）前記（４）の手段の超音波診断装置
において、前記被検者レポートの情報の図挿入欄情報の
中に図柄を入れたものである。すなわち、挿入する図を
装置又は操作者があらかじめ用意し、この用意された図
を選択することにより、被検者レポート画面に容易に図
を配置することができるようにしたものである。
【００１０】（６）前記（２）乃至（５）の手段のいず
れか１つの超音波診断装置において、前記あらかじめ記
憶されている被検者（診断）レポートのフォーマットを
複数のテンプレートにおきかえ、前記複数のテンプレー
トの中から、表示させるテンプレートを選択するもので
ある。すなわち、実際に表示した被検者レポート画面
を、一般のパソコン上に読み書き可能な情報とするため
にファイル化し、保存可能としたものである。また、複
数のテンプレートを設定しておき、その中から選択して
用いることもできる。
【００１１】（７）前記（２）乃至（６）の手段のいず
れか１つの超音波診断装置において、前記被検者レポー
ト画面を記憶装置又は記録媒体に格納しておく。
【００１２】前記した手段によれば、例えば、診療科毎
又は病名毎の個々の使用目的に応じた被検者レポートを
作成することができ、診断効率の向上を達成できる。ま
た、パラメータ名も任意に指定可能であるため、分かり
やすい識別ラベルの指定ができ、見間違いも防止でき
る。
【００１３】以下に、本発明について、本発明による実
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施形態（実施例）とともに図面を参照して詳細に説明す
る。なお、実施形態を説明するための全図において、同
一機能を有するものは同一符号を付け、その繰り返しの
説明は省略する。
【００１４】
【発明の実施の形態】（実施例１）図１は本発明の超音
波診断装置の実施例１の概略構成を示すブロック図であ
る。図１において、１０１は探触子、１０２は超音波送
受信装置、１０３は表示装置、１０４は制御手段、１０
５は入力装置、１０６は記録装置、１０７は被検者情報
入力装置、１０８は計測処理装置である。
【００１５】本実施例１の超音波診断装置は、図１に示
すように、被検体内に超音波を送受信する探触子１０１
と、この探触子１０１を駆動して被検体内の診断部位に
超音波を打ち出すと共に前記探触子１０１で受信した反
射エコー信号を受信して画像化処理する超音波送受信装
置１０２と、この超音波送受信装置１０２からの画像化
処理信号を受信して診断部位の超音波画像を表示する表
示装置（例えば、ＣＲＴ又は液晶モニタ）１０３と、各
種開始命令、被検者レポートに必要な情報の選択、必要
な項目の入力をする入力装置（例えば、キーボード等）
１０５と、被検者情報を入力する被検者情報入力装置１
０７と、前記表示された超音波画面上で計測を行う計測
処理装置１０８と、前記各装置を制御する制御手段（例
えば、入力信号に応じて種々の処理及び各装置の制御、
表示装置に記号、語句、線等のグラフィック情報を表示
する制御等）１０４と、設定された被検者レポート情
報、超音波画像等を記憶する記憶装置１０６とを備えて
いる。
【００１６】前記被検者情報入力装置１０７及び計測処
理装置１０８は、制御手段１０４に設けてもよい。記憶
装置１０６は、記憶する内容別に、別々の媒体であって
もよい。入力装置１０５には、前記したキーの他、使用
の際の利便性を考慮し種々の命令キーを配置してもよ
い。記憶装置１０６には、超音波画像に関して、その被
検者名や日付等も同時に記憶させるようにしてもよい。
【００１７】以下、図２から図８を参照して本実施例１
の超音波診断装置を詳細に説明する。図２は本実施例１
の超音波診断装置の制御手段１０４の機能構成を示すブ
ロック図、図３は本実施例１の被検者レポート情報記憶
手順のフローを説明するためのフローチャート、図４は
本実施例１の被検者レポート表示手順のフローを説明す
るためのフローチャート、図５は本実施例１における情
報パラメータと識別ＩＤの関係を示す図、図６は本実施
例１の被検者レポートにおける情報の種類、表示内容、
表示位置の関係を示す図、図７は本実施例１における記
憶装置に記憶させる際の情報の種類、表示内容、表示位
置の関係を示す図、図８は本実施例１における被検者レ
ポートの表示例である。
【００１８】図２から図８において、２００は中央演算
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処理装置（ＣＰＵ）、２０１は情報種類選択手段、２０
２は項目指定手段、２０３は被検者レポート情報記録手
段、２０４は画像選択手段、２０５は被検者レポート表
示手段、６０１は被検者レポート、６０２は被検者情
報、６０３は計測結果、６０４は識別ラベル、６０５は
超音波画像である。
【００１９】本実施例１の超音波診断装置の制御手段１
０４は、中央演算処理装置（ＣＰＵ）２００、情報種類
選択手段２０１、項目指定手段２０２、被検者レポート
情報記録手段２０３、画像選択手段２０４、及び被検者
レポート表示手段２０５を備える。
【００２０】情報種類選択手段２０１は、被検者情報及
び計測結果、超音波画像、それらの識別ラベルの中から
被検者レポートに必要な情報を選択する手段であり、入
力装置１０５により選択される。
【００２１】前記項目指定手段２０２は、情報種類選択
手段２０１で選択された情報について、その表示位置、
表示内容、表示サイズの中から必要な項目を指定する手
段である。表示位置は、例えば、図６に示すように、被
検者レポート６０１で、横ブロックの位置をＸ１、Ｘ
２、…、Ｘｎ、縦ブロックの位置をＹ１、Ｙ２、…、Ｙ
ｎと指定できるようにし、（横ブロックの位置、縦ブロ
ックの位置）の記載により指定する。また、サイズ変更
可能な矩形をあらかじめ表示し、それを移動させて指定
してもよい。表示内容は、例えば情報の種類が識別ラベ
ルの場合には“被検者名”、“年齢”、“性別”等の入
力、識別ＩＤの場合は識別ＩＤ番号の入力により指定す
る。表示サイズは、例えば（横ブロックの位置、縦ブロ
ックの位置）の記載により範囲を指定する。また、サイ
ズ変更可能な矩形をあらかじめ表示し、そのサイズを変
更させることで指定してもよい。
【００２２】被検者レポート情報記憶手段２０３は、情
報種類選択手段２０１及び項目指定手段２０２に基づい
て、被検者レポートに必要なデータを記憶装置１０６に
記憶する手段である。前記記憶装置１０６には、被検者
情報及び計測結果の全情報パラメータに対して、図５に
示すような識別ＩＤが割り振られて関連付けがされ、読
み出しができるように、あらかじめ記憶されている。
【００２３】画像選択手段２０４は、記憶装置１０６に
記憶されている複数の超音波画像の中から、表示させる
画像を選択する手段である。例えば、記憶されている超
音波画像を一覧表示し、その中から選択するようにして
もいいし、記憶されている被検者の超音波画像を、ある
検索条件に基づき自動的に読み出し表示させてもよい。
検索条件は、利用者に指定させてもいいし、超音波画像
の記憶順等、装置側であらかじめ設定してもよい。本実
施例１の被検者レポート情報記憶手順（以下、情報記憶
手順と呼ぶ）について説明する。
【００２４】実際の超音波診断の際には、まず、図２及
び図３に示すように、被検者情報が被検者情報入力装置
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１０７により入力され、超音波診断装置が駆動し、超音
波画像が表示装置１０３に表示される。その表示された
超音波画像は、記憶装置１０６に記憶される。また、表
示されている超音波画像を用いて種々の計測が行われ、
被検者情報及び計測結果は記憶装置１０６に記憶され
る。
【００２５】その後、情報記憶手順開始命令により、情
報記憶手順が開始される。その情報記憶手順開始命令
は、例えば入力装置１０５により行われる。入力装置１
０５には、情報記憶手順開始命令キーを設けて入力して
もよい。
【００２６】まず、情報種類選択手段２０１において、
被検者レポートに必要な情報が選択される（３０１）。
具体的には、被検者情報及び計測結果、超音波画像、そ
れらの識別ラベルの中から、少なくとも１つ選択される
（３０２）。選択には、例えば入力装置１０５を用い
る。入力装置１０５には、それぞれの情報に対応するキ
ーを設けて選択してもよい。
【００２７】次に、情報種類選択手段２０１で選択され
た情報に応じて項目指定手段２０２において、情報の表
示位置、表示内容、表示サイズの中から必要な項目が指
定される。具体的には、選択された情報が、被検者情報
及び計測結果の場合には、表示位置、及び情報パラメー
タが指定される（３０３～３０５）。選択された情報
が、識別ラベルの場合には、表示位置及び表示内容が指
定される（３０６～３０８）。選択された情報が、超音
波画像の場合には、表示位置及び表示サイズが指定され
る（３０９、３１０）。以上の項目の指定は、例えば、
入力手段１０５による語句、記号の入力により行われ
る。
【００２８】情報種類選択手段２０１及び項目指定手段
２０２による選択及び指定は、被検者レポートに必要な
情報の種類の選択及び項目の指定が完了するまで繰り返
される（３１１）。
【００２９】次に、前記情報種類選択手段２０１と前記
項目指定手段２０２に基づいて、被検者レポート情報記
憶手段２０３において、図７に示すように、情報の種類
（被検者情報及び計測結果、識別ラベル、超音波画像
等）、表示内容（識別ＩＤ、語句、記号、画像サイズ
等）、表示位置（被検者レポート上のアドレス）が関連
付けられ、記憶装置１０６に記憶される（３１２）。
【００３０】本実施例１の被検者レポート表示手順（以
下、表示手順と呼ぶ）について説明する。図４に示すよ
うに、表示手順開始命令により、表示手順が開始され
る。その表示手順開始命令は、例えば入力装置１０５に
より行う。入力装置１０５には、表示手順開始命令キー
を設けて入力してもよい。
【００３１】次に、被検者レポート表示手段２０５によ
り、記憶装置内に記憶されている情報の種類が読み出さ
れ（４０１）、その読み出された情報の種類に応じて
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（４０２）、情報の表示位置、表示内容の中から被検者
レポートの表示に必要な項目が読み出される。具体的に
は、記憶装置内に記憶されている情報が、被検者情報及
び計測結果の場合には、識別ＩＤに対応する被検者情報
又は計測結果が割り出され、割り出された被検者情報又
は計測結果が記憶装置から取り出され、アドレス位置に
表示される（４０３～４０５）。識別ラベルの場合に
は、語句、記号が読み出され、アドレス位置に表示され
る（４０６、４０７）。超音波画像の場合には、表示サ
イズが読み出され、画像選択手段により超音波画像を割
り出し、表示サイズに超音波画像を表示するために拡大
／縮小の変換倍率が算出され、算出された変換倍率で超
音波画像がアドレス位置に表示される（４０８～４１
１）。記憶内容全て表示するまで前記ステップ４０１～
４１１を繰り返す（４１２）。
【００３２】被検者レポート６０１は、例えば、図８に
示す構成になり、被検者情報６０２、計測結果６０３、
識別ラベル６０４、超音波画像６０５が表示される。被
検者レポート画面のフォーマットを設定し、記憶させる
ことにより、以後の被検者レポート表示時には、記憶し
た内容に基づき被検者レポートを表示させることが可能
である。
【００３３】前記のように、超音波診断装置の被検者レ
ポートにおいて、被検者情報、計測結果、超音波画像等
の表示内容、表示位置、表示サイズ等を、任意に設定で
きるため、例えば、診療科毎又は病名毎の個々の使用目
的に応じた被検者レポートを作成することができ診断効
率の向上を達成できる。また、パラメータ名も任意に指
定可能であるため、分かりやすい識別ラベルの指定がで
き、見間違いも防止できる。
【００３４】（実施例２）図９は本発明の実施例２の超
音波診断装置の制御手段の機能構成を示すブロック図、
図１０は本発明の超音波診断装置の実施例２の被検者レ
ポート情報記憶手順のフローを説明するためのフローチ
ャート、図１１は本発明の超音波診断装置の実施例２の
被検者レポート表示手順のフローを説明するためのフロ
ーチャートである。本実施例２の超音波診断装置は、前
記実施例１と「コメント表示手段９０１を具備してい
る」点が異なる。コメント表示手段９０１は、コメント
入力欄にコメントを表示する手段である。
【００３５】本実施例２の被検者レポート情報記憶手順
は、図１０及び図１１に示すように、前記実施例１と
「情報種類選択手段２０１における選択する情報の種類
にコメント欄が追加されている」点で異なる。つまり、
情報種類選択手段２０１において、被検者情報及び計測
結果、超音波画像、コメント欄、それらの識別ラベルの
中から、少なくとも１つ被検者レポートに必要な情報の
選択が可能となる（３０２）。その後、項目指定手段２
０２において、選択された情報がコメント欄の場合に
は、表示位置、表示サイズの指定がされる（１００１、
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１００２）。
【００３６】被検者レポート情報記憶手段２０３では、
コメント欄の場合には、情報の種類（コメント欄）、表
示内容（表示サイズ）、表示位置（被検者レポート上の
アドレス）が関連づけられ、記憶装置に記憶される（３
１２）。
【００３７】次に、被検者レポート表示手順を、図１１
を参照して説明する。前記実施例１と異なる点は、被検
者レポート表示手段２０５において、記憶装置１０６に
記憶されている情報が、コメント欄の場合には、表示サ
イズが読み出され、アドレス位置に、読み出された表示
サイズでコメント欄が表示される点である（１１０１、
１１０２）。
【００３８】次に、コメント表示手段９０１により、入
力された内容がコメント欄に表示される。コメント入力
には、例えば、入力手段１０５又は被検者情報入力装置
１０７により行う。
【００３９】コメント入力手段９０１を設けて、コメン
ト入力をできるようにすることで、被検者レポートの再
確認時等に有用なデータとして利用できるだけでなく、
検索のキーワードとして利用できるため被検者レポート
の利便性を向上させることができる。
【００４０】（実施例３）図１２は本発明の実施例３の
超音波診断装置の被検者レポート情報記憶手順を示すフ
ローチャート、図１３は本実施例３の被検者レポート表
示手順を示すフローチャートである。本実施例３と前記
実施例２と異なる点は、情報種類選択手段２０１におい
て、選択される情報の種類に図の挿入欄が追加されてい
る点である。つまり、被検者情報及び計測結果、超音波
画像、コメント欄、図の挿入欄、それらの識別ラベルの
中から、少なくとも１つ被検者レポートに必要な情報の
選択が可能である（３０２）。
【００４１】次に、項目指定手段２０２において、選択
された情報が図の挿入欄の場合には、図柄が指定される
（１２０１、１２０２）。例えば、入力装置１０５に図
柄指定のキーを設け、その図柄指定キーにより図柄の指
定を行う。次に、被検者レポート情報記憶手段２０３で
は、図の挿入欄の場合には、情報の種類（図柄）、表示
内容（表示サイズ）、表示位置（被検者レポート上のア
ドレス）が関連づけられ、記憶装置１０６に記憶される
（３１２）。
【００４２】本実施例３の被検者レポート表示手順と実
施例２の被検者レポート表示手順との異なる点は、記憶
装置１０６に記憶されている情報が、図の挿入欄の場合
には、図柄が読み出され、アドレス位置に、読み出され
た図が表示される点である（１３０１、１３０２）。図
の表示ができるようにすることにより、被検者レポート
を見やすくすることができるので、診断効果を向上する
ことができる。
【００４３】（実施例４）図１４は本発明の実施例４の
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超音波診断装置の制御手段の機能構成を示すブロック図
であり、１４０１は図柄選択手段である。本実施例４の
超音波診断装置は、図１４に示すように、「前記実施例
３の機能構成にさらに図柄選択手段１４０１を具備し、
また、記憶装置１０６に、あらかじめ記憶させる内容に
複数の図柄が追加されている」点が実施例３とは異な
る。図柄選択手段１４０１は、記憶装置１０６に記憶さ
れた図柄から必要な図柄を選択する手段である。
【００４４】本実施例４の被検者レポート情報記憶手順
を図１２～図１４を参照し、実施例３と比較して説明す
る。項目指定手段２０２において、選択された情報が図
の挿入欄の場合には、図柄選択手段１４０１により記憶
装置１０６に記憶された複数の図柄から必要な図柄が選
択指定される。例えば、入力装置１０５に図柄指定のキ
ーを設けて選択させ、図柄の指定を行う。その他は、実
施例３と同様である。複数の図柄をあらかじめ記憶装置
１０６に記憶させ、図柄選択手段１４０１により選択で
きるようにすることで、容易に図柄の指定ができるよう
になり、超音波診断装置の操作性の向上を図ることがで
きる。
【００４５】（実施例５）図１５は本発明の実施例５の
超音波診断装置の制御手段の機能構成を示すブロック
図、図１６は本実施例５の重要パラメータ順テンプレー
トの例を示す図、図１７は本実施例５の病名毎テンプレ
ートの例を示す図、図１８は本実施例５の被検者レポー
ト情報記憶手順を示すフローチャートである。
【００４６】前記図１５～図１７において、１５０１は
テンプレート選択手段、１６０１は重要パラメータ順テ
ンプレート１ページ、１６０２は重要パラメータ順テン
プレート２ページ、１７０１は病名別テンプレートであ
る。
【００４７】本実施例５の超音波診断装置は、図１５に
示すように、「前記実施例４の情報種類選択手段２０１
の替わりにテンプレート選択手段１５０１を具備し、ま
た、記憶装置１０６にあらかじめ記憶する内容に複数の
テンプレートが追加されている」点が実施例４とは異な
る。テンプレート選択手段１５０１とは、記憶装置１０
６に記憶された複数のテンプレートから必要なテンプレ
ートを選択する手段である。
【００４８】テンプレートとは、図１６及び図１７に示
すように、あらかじめ必要な情報パラメータ及び超音波
画像が選択されている被検者レポートである。図１６は
重要パラメータを第１ページに表示し、さらに、必要の
ないパラメータを削除したテンプレートの例であり、図
１７は病名別に必要とされるパラメータを抽出したテン
プレートの例である。
【００４９】本実施例５の情報記憶手順を、図１５及び
図１８を参照し、実施例４と比較して説明する。前記実
施例４と異なる点は、「情報記憶手順開始命令により、
まず、テンプレート選択手段１５０１において、記憶装
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置１０６に記憶されている複数のテンプレートから、必
要なテンプレートが選択される」点である（１８０
１）。テンプレートの選択は、例えば、入力装置１０５
により行う。入力装置１０５には、テンプレート選択キ
ーを設けて入力してもよい。
【００５０】次に、その選択されたテンプレートに基づ
いて、項目指定手段２０２において、被検者レポートに
必要な情報が選択される。被検者情報及び計測結果、超
音波画像、コメント欄、図挿入欄、それらの識別ラベル
の中から、少なくとも１つテンプレートで選択されてい
る被検者レポートに必要な情報が選択される（１８０
２）。
【００５１】その後、選択されたテンプレートに基づい
て、項目指定手段２０２において、情報の表示位置、表
示内容、表示サイズの指定が自動的に行われる（１８０
３～１８１４）。なお、項目指定手段２０２において、
項目の指定の変更も可能である。項目指定手段２０２に
よる指定は、テンプレートで指定された情報の項目の指
定が完了するまで繰り返される（１８１５）。
【００５２】次に、被検者レポート情報記憶手段２０３
において、情報の種類、表示内容、表示位置が関連づけ
られ、記憶装置に記憶される（１８１６）。その他の手
順は、前記実施例４と同様である。
【００５３】複数のテンプレートをあらかじめ記憶装置
に記憶し、任意に選択できるようにすることにより、情
報種類選択手段２０１及び項目指定手段２０２による選
択の手間が省け、超音波診断装置の操作性の向上が図れ
る。また、前述したように、被検者レポート画面のフォ
ーマットをはじめから操作者が作成するのではなく、あ
らかじめ用意しているテンプレートから選択し、修正し
て目的の検者レポート画面のフォーマットを作成するこ
とができる。
【００５４】なお、前記実施例１～実施例５において、
表示された被検者レポートを記憶装置１０６に記憶させ
るために、被検者レポート画面記憶手段を設けてもよ
い。また、被検者レポート画面記憶手段には、別途記憶
媒体に読み取り可能に記憶させる機能を付加してもよ
い。この場合に入力装置に保存命令キーを配置して、そ
の命令キーにより被検者レポートを記憶させるようにし
てもよい。このように別途記憶媒体に記憶させることに
より、例えば、ノートパソコン（ＰＣ）などの携帯機器
に表示させることが可能になり、診察の利便性が向上す
る。
【００５５】以上、本発明者によってなされた発明を、
実施例に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記実
施の形態に限定されるものではなく、その要旨を逸脱し
ない範囲において種々変更可能であることは無論であ
る。
【００５６】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
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的なものによって得られる効果を簡潔に説明すれば、下
記のとおりである。本発明によれば、例えば、診療科毎
又は病名毎の個々の使用目的に応じた被検者レポートを
作成することができるので、診断効率の向上を達成でき
る。また、パラメータ名も任意に指定可能であるため、
分かりやすい識別ラベルの指定ができるので、見間違い
も防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例１の超音波診断装置の概略構成
を示すブロック図である。
【図２】本実施例１の超音波診断装置の制御手段の機能
構成を示すブロック図である。
【図３】本実施例１の超音波診断装置の被検者レポート
情報記憶手順を示すフローチャートである。
【図４】本実施例１の超音波診断装置の被検者レポート
表示手順を示すフローチャートである。
【図５】本実施例１の超音波診断装置の情報パラメータ
と識別ＩＤの関係を示す図である。
【図６】本実施例１の超音波診断装置の被検者レポート
における情報の種類、表示内容、表示位置の関係を示す
図である。
【図７】本実施例１の超音波診断装置の記憶装置に記憶
させる際の情報の種類、表示内容、表示位置の関係を示
す図である。
【図８】本実施例１の超音波診断装置の被検者レポート
の表示例を示す図である。
【図９】本実施例２の超音波診断装置の制御手段の機能
構成を示すブロック図である。
【図１０】本実施例２の超音波診断装置の被検者レポー
ト情報記憶手順を示すフローチャートである。
【図１１】本実施例２の超音波診断装置の被検者レポー
ト表示手順を示すフローチャートである。
【図１２】本発明の実施例３の超音波診断装置の被検者
レポート情報記憶手順を示すフローチャートである。
【図１３】本実施例３の超音波診断装置の被検者レポー
ト表示手順を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の実施例４の超音波診断装置の制御手
段の機能構成を示すブロック図である。
【図１５】本発明の実施例５の超音波診断装置の制御手
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段の機能構成を示すブロック図である。
【図１６】本実施例５の超音波診断装置の重要パラメー
タ順テンプレートの例を示す図である。
【図１７】本実施例５の超音波診断装置の病名毎テンプ
レートの例を示す図である。
【図１８】本実施例５の超音波診断装置の被検者レポー
ト情報記憶手順を示すフローチャートである。
【図１９】従来の被検者レポートの表示内容の例を示す
図である。
【符号の説明】
１０１…探触子                      １０２…超音波
送受信装置
１０３…表示装置                    １０４…制御手
段
１０５…入力装置                    １０６…記録装
置
１０７…被検者情報入力装置          １０８…計測処
理装置
２００…中央演算処理装置（ＣＰＵ）  ２０１…情報種
類選択手段
２０２…項目指定手段                ２０３…被検者
レポート情報記録手段
２０４…画像選択手段                ２０５…被検者
レポート表示手段
６０１…被検者レポート              ６０２…被検者
情報
６０３…計測結果                    ６０４…識別ラ
ベル
６０５…超音波画像                  ９０１…コメン
ト入力手段
１４０１…図柄選択手段              １５０１…テン
プレート選択手段
１６０１…重要パラメータ順テンプレート１ページ
１６０２…重要パラメータ順テンプレート２ページ
１７０１…病名別テンプレート        １９０１…Ｂモ
ード用被検者レポート
１９０２…Ｍモード用被検者レポート
１９０３…ドプラモード用被検者レポート
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